
能登半島地震 復興支援ニュース

1月15日～16日、のと北部センターの組合員に
届けられなかった雑貨商品の仕分け作業を、全国生
協からの７名の支援者が手伝い、無事完了しました。
雑貨類については、個人別に仕分けされた商品を、

返品可能なものとそうでないものに仕分ける作業な
どを対応しました。
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◆現地での支援メンバーの活動の様子を発信するニュースです◆

今号も、コープいしかわの部内報『リリヤン』に
掲載された情報などから抜粋してお届けします。

コープ共済連からの支援者７名が、コープいしかわ本部
で能登エリアの組合員への電話がけ対応をしました。地
震の影響により、例年この時期に行っている所在不明の
組合員対応の電話がけが取り組めなくなったため、支援
しました。電話掛け終了後、1月17日（水）からは、
コールセンター業務の支援もしています。



災害時支援協定に基づく支援物資輸送を実施

コープいしかわでは、石川県および県内全市町村と災害時
支援協定を締結しており、1月4日（木）から市町の要請に
応じて飲料水やロングライフパン、おにぎりなどを届けて
きました。1.5次避難所への対応もしています。
また、事前に市町との調整の上、同協定の枠外でもコープ
いしかわから支援物資を提供しています。
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商品を提供したこども食堂から、お礼が届きました

コープいしかわでは1月8日（月）の週に、組合員に届け
られなかった商品をいしかわフードバンク・ネットを通
してこども食堂へ渡しました。商品を取りに来た野々市
の市民活動団体「るーぷ」では生活に困窮している世帯
やひとり親世帯、奥能登から避難してきた方など150世
帯に商品を配布し、感謝と喜びの声が寄せられました。

【寄せられたお礼の言葉】（一部）

●本当に本当に感謝でしかありません。物価高騰で大好きな
牛乳や卵をあまり食べさせてあげれなかったのですごく嬉し
かったです。子どもたちも大喜びで「おいしいおいしい」と
言いながら食べています。今回お譲りいただいて浮いた分の
食費は寄付したいと思います。

●コープさんからの温かい気持ちを受けとり少しホッとしま
した。そして今まで食べたことのないものも食べることがで
きました。とてもおいしかったです。もやし、牛乳、ヨーグ
ルトが特においしかったです。本当にありがとうございまし
た。

災害時支援協定の枠外でお届
けした商品

※コープいしかわ「News 
Release」（1/17発行）より
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